
2016年度  ｢教師の力量を高めたい。｣｢気持ちよく子どもの力を鍛えたい。｣そんな あなたに！ 

 
学力の基礎を鍛えどの子も伸ばす研究会（学力研） 

http://gakuryoku.info/ 

学力研『先生のための学校』運営委員会 主催 

 

今年度、学力研の『先生のための学校』は、10期目をむかえ、2学期（9月）よりスタートします。 

これまでの魅力はそのままに、今期は記念すべき第10期として、『オール久保企画』でお届けします。 

ご自身の｢力量を高めたい｣、｢具体的な授業のイメージを持って子ども達に力を付けさせたい｣と思ってお

られる方には、必ず力を付けていただける連続講座です。もちろん、これまで受講された方も、新しくなっ

た『先生のための学校』にぜひお越しください。 

《 参 加 条 件 》 

○ 学力研の会員限定。（申込時に入会可能；年会費4,000円） 
○ 原則として月1回の講座（全6回12講座）に参加できる方。 

《 会 場 》 

○ エルおおさか（裏面参照） 

《 募 集 人 数 》 

○ 45名(初参加者優先受付，定員に達し次第､予約を締め切ります。) 

《 受 講 料 》 

○ 10,000円（全6回分です。） 

《申込･お問い合わせ先》 

○ W e b；SENSEI PORTAL（せんせいポータル） 
○ E -m a i l；yamada-shu@docomo .ne . jp  
○ F a x；0774-66-3445           どちらも事務局長 山田 周司まで 

《 講 座 日 程 》  午後1時開始 5時終了 
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 

9月10日(土) 10月8日(土) 11月12日(土) 12月10日(土) 1月14日(土) 2月11日(土) 

今年度の第10期記念講座は、『オール久保講座』。久保校長が全講座を徹底指導します。 
 

 

 

 

 

 

キリトリ 

第10期『先生のための学校』参加申込書 
 

学力研の連絡やお知らせ以外には使いません。 

お名前 ご連絡先 

ふりがな 
〒      - 
 
 

(℡&Fax           -          -               ) 
 

(E-Mail；                  ＠                ．ｊｐ) 
 
希望学年 1年  2年  3年  4年  5年  6年 

今期 10周年記念です! 

mailto:yamada-shu@docomo.ne.jp


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ ｢新大阪駅｣からは…地下鉄御堂筋線(新大阪～淀屋橋)→京阪電鉄(淀屋橋～天満橋) 

☆ ｢大阪駅｣からは…地下鉄谷町線(東梅田～天満橋) 

☆ ｢難波駅｣からは…地下鉄千日前線(難波～谷町9丁目)→地下鉄谷町線(谷町9丁目～

天満橋) 

★ 京阪･地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ300m 

★ 京阪･地下鉄堺筋線「北浜駅」より東へ500m 

★ 地下鉄御堂筋線「淀屋橋駅」より東へ1,200m 

★ JR東西線「大阪天満宮駅」より南へ850m 

★ 車でお越しの場合は、阪神高速東大阪線、法円坂出口を左折して直進、京阪東口交差

点左折、西へ信号5つ目(地図上の矢印は、エル・おおさか周辺からのご案内です。) 

会場周辺図 

第10期『先生のための学校』校長 久保 齋より 
学力研『先生のための学校』も早いもので第１０期を迎えることとなりました。 
今回は「先生のための学校 １０周年特別企画」として、「オール久保企画」を組んでみました。 
国語、算数、社会、理科、図工、音楽、体育、すべての教科で、どのように《学力づくりでクラスづくり、授業づくりでクラスづくり》を行っ

ていくのか。もう二度とない企画です。初めて参加してみようという方も、『先生のための学校』の修了生の方も、ぜひぜひ参加してください。 
あなたのクラスはガサガサしていませんか。しっとりと落ち着いたクラスでしっかり授業ができていますか。学力づくりで競争させ、学力づく

りで子どもたちを分断しておいて、「しっとり落ち着いたクラスを創りたい!!」なんて矛盾に満ちたことを言ってはなりません。学力づくり･授業
づくりそのもので、子どもたちをしっかりと団結させ、力を合わせて学力づくりを行うことで、しっとりとした明るいクラスを創っていくのです。 
学力の基礎をきたえることから、授業づくり･クラスづくりまで、私の実践は隅から隅まで「頼りになるのはお隣さん」の思想に貫かれています。

この最後の企画で、アドラーの言っている「ギブ＆テイクの思想からギブ＆ギブの思想への離陸」をめざしましょう。 
団結をプラス、分断をマイナスとするならば、先生方の実践はプラス･マイナス･プラス･マイナスの実践なのです。そうではなくてプラス･プラ

ス･プラスの実践、せめてプラス･ゼロ･プラス･プラスの実践を試みましょう。その考えをマスターしていただくために、私も全力でこの１０期に
取り組む覚悟です。宜しく!! 『先生のための学校』でお会いしましょう。 
 

【第10期の予定】 

第
１
回
（
九
月
） 

１ 

クラスづくり･体育『久保学級のまるまる１日と体育の授業』 

あなたのクラスは、ガサガサしていませんか。それにはき
っと原因がある。１日のルーティーンに、その原因があるの
では…。久保学級のまるまる１日を参考に、しっとりとした

クラスづくりの壺を探る。 
久保の体育「体育を制するものはクラスを制す」。逆立ち、

立ちブリッジ、これらを体育のルーティーに取り入れれば、

どの子もできるようになる!! 実践指導希望の方は、動きやす
い服装で参加してください。 

第
４
回
（
十
二
月
） 

１ 

国語１『予習で創り国語の授業づくり、討論づくり』 

４つの学校で、のべ７２時間の公開授業を指導･助言させて

いただいた経験から、国語の授業とクラスづくりの壺を、国

語教材を使ってお話します。 

７２時間の内の最近の２０時間は、「予習で創る国語授業」

です。だれでもできる「予習で創る授業づくり」を身に着け

て、ワンランクアップの国語の授業をめざしましょう。 

２ 国語 『「話す、聞く」討論の指導でクラスを変える』 ２ 国語 『ノート指導でクラスを変える』 

第
２
回
（
十
月
） 

１ 

理科、社会科『予習で創る社会科、理科満点大作戦の授業』 

「子どもは賢いから満点を取るのではない。満点を取らせ

るとなぜか賢くなるのだ。」 

学力づくりでクラスを団結させてこそ、真のクラスづくり

なのだ!! それには、理科と社会の実践が最高。満点作戦こそ、

『いつでも、どこでも、だれにでも、そしていつからでも』

始めることのできる優れた実践です。２学期も半ば、少しだ

れだしたクラスを引き締める特効薬です。 

第
５
回
（
一
月
） 

１ 

図工、音楽『ピアノはなくても音楽は教えられる 
図工はできる』図工特別ゲスト 宮川先生 

図工、音楽は単に教科での学習という意義を越えて「教室

文化の宝庫」なのです。 
専科教育があるなしに関わらず、教師として確実な技を、

これらの教科でつけておくことは、小学校教師として大切な

ことです。 
教師歴４５年の大ベテランから、図工の授業づくりをしっ

かり学びましょう。 

２ 国語 『音読指導でクラスを変える』 ２ 国語 『指導案の書き方』 

第
３
回
（
十
一
月
） 

１ 

算数『算数の授業は文章題で締める 
～楽しい出会いの広場の実践～』 

基礎計算から算数のノートづくり、文章題で締める授業ま
で、算数認識の２つのルートを理解すれば、子どもたちを無
理なく算数好きにすることができます。 

久保流アクティブラーニングを、ぜひ語らせてください。
学力格差を活用し、しかも、学力格差を縮小する算数の授業
を創りましょう。 

第
６
回
（
二
月
） 

１ 

国語２『新刊《予習で創る国語の授業づくり》を読む』 

１月に発売される久保の新刊『予習で創る国語の授業づく

り（予定）』を活用して、国語の授業づくりとクラスづくり

の関係について語ります。４月になって新しい学年を迎える

前に、今の学年でぜひ実践してほしい。そして、確信をもっ

て４月を迎えてほしい内容のものです。国語全般についての

羅針盤になればと考えています。 

２ 国語 『漢字総復習でクラスを変える』 ２ 追実践報告による修了実践発表会（低･中･高学年） 

 



 


